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ヒアリングの流れ 

  





 

 

1 

 

ヒアリングの流れ 

（ 令和７年度 ） 

 進行 

18:00～18:15 

（15分） 

会場 

 

１ 開会（※委員全員） 

事務局から本日の進行全般について説明 

２ 審議事項の審議 

  事務局からヒアリングの流れについて説明 

18:15～18:20 

（5分） 

◆ 各会場へ移動（※委員が各グループに分かれます。） 

・ グループは別紙のとおり 

・ ヒアリングは３つの時間帯に分ける 

・ １回目の地域包括支援センターが入室 

・ 司会進行は各グループに配置した事務局（市職員）が行います。 

18:20～18:25 

（5分） 

◆ センター職員及び運営協議会委員の自己紹介 

18:25～18:35 

（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 共通質問に関するヒアリング 

 ※資料「令和７年度旭川市地域包括支援センター運営業務自己評価票」の１ページ目

【令和７年度ヒアリング共通質問】における各センターの回答を、事前に確認してお

いてください。共通質問に関するヒアリングは全てのグループで行います。 
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ヒアリングの例 

・Ａセンターの取組についてもう少し詳しく教えてください。 

・Ｂセンターが実施した～の取り組みは、生活課題の解決につながると思うので良い取

り組みだと思う。 

・残された課題について、どのように取り組んでいくべきだと思いますか。 

18:35～18:55 

（20分） 

◆ 項目別評価に関するヒアリング 

 ※各地域包括支援センターが作成した「令和７年度旭川市地域包括支援センター運営

業務自己評価票」の内容を事前に確認しておいてください。 

また、今回の自己評価は、第１回旭川市地域包括支援センター運営協議会で使用し

た「黄色いファイル」の資料にある、各地域包括支援センターが作成した「令和７年

度地域包括支援センター運営業務事業計画書」の実施状況について自己評価を行っ

ているため、同時に参照してください。 

                 

※事業別の項目についてヒアリングを行います。どの事業のどの項目について質問す

るのかは自由です。 

 

ヒアリングの例 

・Ｂ包括では、地域における医療関係者と介護関係者の双方向のネットワークの強化に

について自己評価が良くないようだが、取り組みが進んでいない要因は何か。 

 それについて、運営協議会委員に求めたいアドバイスや協力などはあるか。 
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 ⇒（回答を受けて）それでは、～の様なときには協力できることがあると思うので、

連絡をいただきたい。 

18:55～19:05 

（10分） 

◆ ヒアリング意見交換 

 地域包括支援センターが日頃の業務を行う上で、課題となっていることについて、運

営協議会委員の助言を伺いたいことや、連携・協力を求めたいことなどについて、意見

交換を行います。 

 

19:05～19:10 

（5分） 

◆ 運営協議会委員の休憩、地域包括支援センター入れ替え 

 

19:10～19:15 

（5分） 

◆ センター職員及び運営協議会委員の自己紹介 

19:15～19:55 

（40分） 

◆ ２回目の時間帯のヒアリング・意見交換を実施 

  

19:55～20:00 

（5分） 

◆ 運営協議会委員の休憩、地域包括支援センター入れ替え 

 

20:00～20:05 

（5分） 

◆ センター職員及び運営協議会委員の自己紹介 

20:05～20:45 

（40分） 

◆ ３回目の時間帯のヒアリング・意見交換を実施 
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20:45～21:00  

（15分） 

会場 

 

３ 会長 講評 

４ 事務連絡 

事務局から、今後の流れを説明（資料３参照） 

 意見書（資料４） ⇒ ３月１２日（木）までに事務局に提出  

⇒ 事務局で総合評価案を作成 ⇒ 委員承諾を経て各センターに総合評価を配付 

５ 閉会 

 


